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当社は1948年、自分たちの化学技術を日本の復興に役立てようと

わずか8名で創業しました。

理化学応用研究とそこから生まれる製品は、やがてアクリル系粘着剤をはじめ、

機能性高分子、有機微粒子、粘着テープなどのケミカル製品へと発展していきました。

当社グループの強みは研究開発力と生産技術力、そしてニーズ対応力です。

創業から知見を重ねてきた「ポリマー設計」と「プロセス設計」の技術を核に

新たな技術を創出し、さまざまなニーズに応えてきました。

社会環境が大きく変わる中、2024年6月より

代表取締役へ就任した冨田幸二を中心とした新体制のもと、

新たな可能性に挑戦してまいります。

これからも事業活動を通じて、環境や社会課題の解決に貢献しながら

当社グループの持続的な成長と、企業価値向上を実現していきます。
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